
令和元年度県税歳入補正予算について

【主な補正税目】

○個人県民税 ＋3億 5百万円（＋0.6％）
＜当初 553億47百万円 → 補正後 556億52百万円＞

（要因）就業者数の増加により、均等割・所得割の納税
義務者数が想定を上回ることによる。

・均等割・所得割 ＋9億76百万円（ ＋1.9％）
・配当割 △29百万円（ △1.8％）
・株式等譲渡所得割 △6億42百万円（△37.3％）

○法人二税 △8億66百万円（△1.6％）
＜当初 536億73百万円 → 補正後 528億 7百万円＞

（要因）通商問題等により、製造業を中心に企業業績が
想定以上に落ち込んでいることによる。

○地方消費税 ＋12億18百万円（＋6.1％）
＜当初 201億25百万円 → 補正後 213億43百万円＞

（要因）平成30年度から令和元年前半にかけての堅調な
個人消費を背景に、譲渡割の納付額が想定を
上回ることによる。

補正予算見積額 ＋１２億９千万円（＋０．８％）
（当初予算 １，７０５億円 → 補正後 １，７１７億９千万円）

※四捨五入により、各金額の差引額と増減額とが一致しないところがある

□地方消費税に係る収支

当初 補正後 増減額

①地方消費税（収入額） 20,125 21,343 1,218

②地方消費税清算金（収入額） 49,879 47,664 △2,215

③地方消費税清算金（支出額） 20,085 20,504 ＋419

④地方消費税清算金収支（②－③） 29,794 27,161 △2,633

⑤地方消費税収支計（①＋④） 49,919 48,504 △1,415

⑥地方消費税市町交付金（支出額） 25,048 23,941 △1,107

⑦清算後・市町交付金交付後
収支計（⑤－⑥）

24,871 24,563 △308

（単位：百万円）

【県税関連の歳入について】

○不動産取得税 ＋5億97百万円（＋14.7％）
＜当初 40億62百万円 → 補正後 46億59百万円＞

（要因）工場等の新築が想定を上回ることによる。


